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1. はじめに
情報技術が社会全体へ急速に浸透している中，今日で

は「子育て」をターゲットとした保護者向けの情報サー
ビスの開発が活発化している．例えば，カメラ付き携帯
電話を用いてWeb上で育児日記を作成できるサービス
や保育所・幼稚園から動画を配信するサービスとして保
護者との連絡機能を備えたものが存在する [1]．このよ
うに，子育てをターゲットとしたマーケットは，保護者
の携帯電話やインターネットの普及率が増加しているた
め，ITサービスの対象としては魅力的である．
しかし，前述した様々な既存サービスは，単にブロー
ドバンドや携帯電話のサービスとして保護者の視点から
開発された傾向が強く，実際に情報を提供する保育所・
幼稚園の業務実態にまで踏み込んだシステムの開発や保
育者の視点に立ったシステム開発には及んでいない．こ
のため，保育所・幼稚園の保育者にとって仕事の軽減に
なるどころか更なる負担となっている．
一方，保育所・幼稚園では，政府の子育て支援政策を

受け，新たに地域に対する子育て支援を行うことが求め
られている．また，近年では，幼児虐待・育児放棄の問
題など子どもの発育環境が，社会問題として捉え始めら
れており，保護者への育児サポートも更に充実していか
なければならない．これらの問題に対処するために，保
護者や保育所・幼稚園は，子育て支援センターや保健セ
ンター，子ども家庭センター (児童相談所)や行政，医療
機関などと今まで以上に連携を密にする必要がある．

図 1: 「e–子育て NETシステム」全体イメージ
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このような背景を受け，著者らはひとつのアプローチ
として，家庭 (保護者)・保育所・幼稚園・子育て支援セ
ンター・保健センターや児童相談所・医療機関などがコ
ミュニティを構成し，中長期に渡って子どもの情報 (発
達・活動記録)をネットワーク上で共有することで，共
同して子育てにあたる「e–子育てNETシステム」(図 1)
が効果的と考える．システムの開発にあたり，実際に保
育所・幼稚園で保育者から直接ヒアリングを行った結果，
この種のシステムでは，連絡帳，保育記録，児童原簿と
いった活動記録§を,如何に簡単に作成しデジタル化する
かがキーとなるとの結論を得た．つまり，保育所・幼稚
園の業務の効率化，保育の質の向上である．
まず，「e–子育て NETシステム」の中核となるサブシ
ステムとして「デジタル連絡帳」を作成した．「デジタル
連絡帳」は，保護者への情報サービスの充実を図りつつ，
情報化による保育現場の業務の効率化や業務改善を試み
ている．ここでは，ベテラン保育者のノウハウを備えた
「ナレッジテンプレート」が，子どもの記録を容易に作
成するために重要な役割を果たす．そして，プロトタイ
プシステムを開発し，現場担当者からのヒアリングや試
行的な現場実験を行ったところ，保育者から好意的な評
価を得た．
以下，第 2章はシステムの提案と概要について述べ，
第 3章はシステムの評価について述べる．第 4章はまと
めである．

2. システムの提案と概要
2.1 「e–子育てNETシステム」の提案
著者らは昨年度，保育所・幼稚園におけるヒアリング
調査と業務分析を行った [2]．その結果，1)子育てに関
わる人々（保護者・保育者・子育て支援センター・保健
センターや児童相談所・行政・医療機関など）がコミュ
ニティを構成し，2)中長期に渡って子どもの情報 (発達・
活動記録など)をネットワーク上で共有することで，3)
社会全体が一体となって子育てを行う環境を構築するこ
とが望ましいとの結論を得た．このコミュニティは，通
常は，保護者と保育者が連携する場である．何か問題が
発生すれば，これに園長が参加する．更に，保育者や園
長だけでも問題が解決できない際には，医療機関や行政
の専門家がこのコミュニティに参加する形をとる．近年，
少年による犯罪の増加・学力の低下・不登校児の低年齢
化の問題や，育児放棄・幼児虐待の問題など子どもの発
達・健康に対する社会的な関心が高まっている．この状
況を踏まえ，本システムは，地域全体で子育てをサポー
トできるようなプラットホームとしての役割を果たすこ
とを目的としている．
しかし，デジタルデータを共有するグループウェアシ

ステムの幼児教育への導入は従来から試みがある [1]．そ
§これらは法的にも作成が義務付けられている
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れにも関わらず，このようなコミュニティが成立してい
ない．その大きな理由として，保育の専門家である保育
者が日々作成する子どもの発達・活動記録（連絡帳，児
童原簿，保育記録，指導計画）のデジタル化の「手間」
にあると考えられる．システム導入によって保育者の負
担が増加しては意味がない．そのためには，従来の日常
業務と変わりなく自然な流れで取り入れられなければな
らない．また，情報を共有するためには，子どもの発達・
活動記録から保育者の主観を排除し，客観的なデータを
作成しなければならない．これは，心理学，教育学ある
いは医学的な観点から，子どもの発達に関する統計的な
データを長期的に収集・分析することが望まれているた
めで，保育の質の向上・管理は重要となる．
著者らは，保育所をターゲットにシステム開発を行う

ことにした．保育所は，保育年齢が 0歳児から 5歳児ま
でと保育の対象年齢が幅広く，児童原簿という評価に適
した個人記録を作成している．また，連絡帳を毎日作成
するなど業務のシステム化への潜在的なニーズが存在す
るからである．
以上を踏まえ，「e–子育て NETシステム」では，次の

3点がシステムが満たすべき重要な要件と考えた．

• 連絡帳，児童原簿，保育記録，指導計画を如何にデ
ジタル化するか．

• 保育者の業務を如何に改善・効率化するか．
• 保育の質を如何に向上・管理するか．
「e–子育て NETシステム」では，保育所・幼稚園で
日々蓄積される「情報」や保護者との間でやり取りされ
る「情報」がコアとなる．著者らは，保護者と保育者に
ターゲットを絞り，連絡帳に着目した．そして，「e–子育
てNETシステム」の中核となるサブシステムとして「デ
ジタル連絡帳」を作成した．
2.2 「デジタル連絡帳」の概要
「デジタル連絡帳」は，保育所・幼稚園で日常的に作
成する連絡帳を電子化することで従来の保育者と保護者
間のコミュニケーションを活発化させる目的がある．図
2は，「デジタル連絡帳」のサービスイメージである．

図 2: 「デジタル連絡帳」のサービスイメージ

「デジタル連絡帳」は，以下の基本的機能を有している．

(1) デジタル形式での連絡帳の作成
(2) 児童原簿，保育記録の自動作成
(3) オンデマンドによる連絡帳配信
(4) 保護者側からのインターネットによる返信
(5) 保育者による DB化された活動記録の参照

ここで，(1)(3)(4) は，従来の幼児教育向けグループ
ウェアでも持っている機能である．「デジタル連絡帳」の
最大の特徴は，ベテラン保育者のノウハウを備えたナ
レッジテンプレートを選択・加工すれば記録が簡単に作
成でき (上記 (1))，１回データを投入するだけで，複数
の活動記録（連絡帳，児童原簿，保育記録）が同時に作
成できる点にある (上記 (2))．
以下，「デジタル連絡帳」の主な特長について説明する．

(1) One Data Multi Use

現状では，子どもの活動記録（連絡帳，保育記録，
児童原簿）は全て手書きで作成されている．これら
活動記録をそれぞれデジタル投入させたとすれば，
保育者の業務効率は大幅に向上する．そこで，子ど
もの活動記録の質を落とさずに保育者の業務を改
善・効率化する 1つ手段として，連絡帳を作成すれ
ば，残る 2つの記録（児童原簿，保育記録）も同時
に作成できるようにした．

(2) ナレッジテンプレート

本システムの最大の特徴は，ベテラン保育者のノウ
ハウを備えたナレッジテンプレートの利用である．
図 3は，ナレッジテンプレートの一例である．

図 3: ナレッジテンプレートの一例

これは，5，6歳児の児童原簿の「一定時間内で食
事する．好き嫌いをしないで食べる．」の項目に対
応しており，4段階の評価に対応した評価基準 (連
絡帳の例文)が 4つ書かれている．ナレッジテンプ
レートは，現場の専門家でないと作成できないので，
今回はベテラン保育者に作成を依頼した．5，6歳
児の児童原簿は 10領域全 44項目あるため，ナレッ
ジテンプレートの例文数は約 170に達している．本
システムの利用者 (保育者)はこのナレッジテンプ
レートから，保育で観察した項目を選択するのみで
ある．選択すれば，児童原簿上の当該項目のチェッ
クが記録されると同時に，連絡帳の文章として自動
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的に転写される。保育者は，この転写された例文を
修正，加筆すれば，連絡帳が容易に作成できる．こ
れにより，保育者の記録作成に対する作業時間の軽
減を図っている．
また，現在の児童原簿は，様式が全国的には均一化
されておらず，定点からの長期観測が行えないとい
う問題点がある．そこで，ナレッジテンプレートを
利用すれば，保育者の主観を排除でき客観的な評価
が可能となるので，児童原簿が均一化され，定点か
らの長期観測が行える環境が整う．また，経験年数
の浅い保育者でも観察・記録すべきポイントが把握
できるので，より細かな保育が行え保育の質の向上
に繋がる．

(3) オンデマンド連絡帳配信
従来，連絡帳は紙ベースで交換されている．これで
は，保護者が勤務の合間などに見たり，コメントを
書くこともできない．そこで，携帯電話を活用し，
従来の紙ベースに加え，すべての保護者の携帯電話
に連絡帳をメール配信することにした．これにより，
父親の子育て参加の意識や機会が増すことを目的と
している．

(4) 画像の配信
図 4は，画像配信のイメージである．本システムが，
経営差異化のツールとしての役割を果たすために，
保護者サービスの 1つとして連絡帳に画像を添付し
た．保育者からのヒアリングでは，Webカメラに
よる動画の一定時間の配信には現状では抵抗がある
ため，今回は静止画を採用している．携帯電話の場
合，保護者に配信するメールに画像を直接添付する
と通信料が発生する．これに配慮し，URLのリン
クを添付し，保護者が任意で子供の画像を見れるよ
うに工夫した．これは，将来的に配信予定である動
画も視野に入れている．また，撮影した画像は，園
便りなどに活用できる¶．

図 4: 画像配信のイメージ

(5) XMLによるデータ形式の統一
XMLを用いることでデータ形式が統一されるので，
保育所同士でも情報の共有化がしやすくなる．また，
近年では少年による凶悪犯罪の増加，学力の低下，
不登校や学級崩壊の増加などにより，社会では教育
に関する関心が高まっている．これらの原因を追求
するため，心理学や教育学的な観点からは，子ども

¶本原稿作成時点ではインプリメントされていない．

の発達に関する統計的なデータの質と量に対する要
求がある．このような要求に応えるため，客観的な
評価を行い児童原簿を均一化しXML化することで
統計を取ることが可能となる．

2.3 システム構成
本システムは，Webベースの Server–Client型のシス

テムである‖．保育者は記録作成や内容を確認し，保護者
は連絡帳の返信や欠席連絡などが可能である．保育者や
保護者 (クライアント)は，インターネット経由でWeb
ブラウザを使って本システムにアクセスする．ユーザー
認証を行なっており，保育者や保護者など各個人対応の
ページのみが表示される．他人の内容は参照できない．

●保護者に提供される機能
保護者は，システムの使用に対する抵抗を少なくする

ため，携帯電話からのアクセスを想定している．ただし，
パソコンからでも使用できる．保護者のメニューは， 1©
連絡帳返信， 2©連絡帳， 3©欠席連絡，からなる．図 5は，
連絡帳の出力イメージである．

図 5: 連絡帳の出力イメージ

【保護者のメリット】
• 時間や場所に縛られない
• 携帯電話から欠席連絡や返信が簡単にできる
• 園での子どもの様子が画像で見れる
• 父親も子育て参加の意識や機会が高まる

●保育者に提供される機能
保育者は，基本的に表示できる情報量を多く必要とす

るのでパソコンの利用を想定している．メニューは， 1©
記録作成， 2©保育記録， 3©欠席確認， 4©連絡帳， 5©緊急
連絡， 6©家庭情報， 7©決済，からなる．図 6は，記録作
成画面である．
【保育者のメリット】

• 記録作成の時間が短縮され業務が効率化される
• ナレッジテンプレートにより項目が決めやすい
• 保育の反省のきっかけになる
• 他の文書作成時にこれらのデータが利用できる
‖サーバーは，XML コンテンツを配信するためのアプリケーショ

ンサーバである BayServer(横浜ベイキットが提供するオープンソー
スのフリーソフトウェア) を使用している [3][4]．
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図 6: 記録作成画面

3. システムの評価
3.1 現場担当者からのヒアリング
著者らはシステム完成後，保育所・幼稚園でシステム

のデモを行い，ヒアリングを行った.
●幼稚園での結果
この幼稚園では，連絡帳を毎日作成していないため，

新たな業務が発生することによる負担感が強く感じられ
た．また，システムを保育所用にセットアップしたこと
もあり，幼稚園教諭に違和感を与えてしまった．しかし，
幼稚園に合わせたシステムなら使いたいなどシステムの
導入に前向きな意見もあった．連絡帳については，日単
位だけでなく週単位，あるいは，任意の日程で出力でき
るような仕組みを加える必要があると感じた．業務の効
率化及び情報公開用トータルシステムとしては，導入の
可能性を感じることができた．
●保育所での結果
この保育所では，手書きにこだわる保育者も存在する

が，現場の保育者には，概ね好評であった．パソコンの
キーボードによる文字入力には，抵抗があるが，慣れれ
ば他の業務にも活かせるので使いたいと言う意見が多数
聞かれた．若手の保育士からは，ナレッジテンプレート
は，連絡帳を書く時の話題の目安になるし，児童原簿作
成時に苦労しなくて済みそうだと言う意見が聞かれた．
経営者的な立場にある園長は，情報公開へ向けた保育現
場全体の質的向上を見据えた上で業務の効率化や情報の
電子化を図るためのシステムの導入には，前向きな考え
であることが分った．特に保育所では，今後予定してい
る保護者モニターによる保育現場でのシステムの稼動実
験の許可を得ることが出来た．

3.2 保育現場での試行的な実運用テスト
また，著者らは，幼稚園教諭に実際にシステムを使用

してもらい，従来の手書きによる方法との比較を行った．
方法は，2人の園児を対象に, 前半 3日間で従来どおり
手書きによる方法で記録作成を行ってもらい，後半 3日
間でシステムによる記録作成を行ってもらった．実験終
了後には，ヒアリングも実施した．
【連絡帳について】
手書きによる連絡帳作成では，園児によって分量の違

いが出た．それに比べ，システムによる連絡帳作成では，
園児によって分量がほぼ均一していた．終了後のヒアリ
ングからは，システムを使用することで保育内容を振
り返ることができ，書く内容に困らなかったとの結果を
得た．
【児童原簿について】
手書きによる児童原簿作成とシステムによる児童原簿

作成では，どちらもほぼ同じ観点から保育ができており
記録の項目数でも違いはあまり見られなかった．しかし，
評価の付け方の点で，手書きによる児童原簿作成では園
児によって評価の違いが出た．一方，システムによる児
童原簿作成では，どちらの園児もほぼ同じ評価になって
いた．終了後のヒアリングから，園児によって関わる時
間が異なっており，手書きによる児童原簿作成では評価
の際に主観が入っているとの結果を得た．その結果，園
児によって評価の違いが出たことがわかった．
【全体の感想について】
現状のシステムでは，人数が増えれば手書きの方が楽

なのではないかとの感想だった．その理由として，ナレッ
ジテプレートの一部に選択しづらかった項目があり，そ
の部分で悩んで時間がかかったとのことだった．しかし，
システムを用いる方法の方が，保育を振り返ることがで
き次の保育の参考になったり，ナレッジテプレートによ
り評価しやすいとのことだった．

4. おわりに
本稿では，「e–子育てNETシステム」を提案し，今回，
その中核となるサブシステムであるナレッジテンプレー
トを備えた「デジタル連絡帳」を作成した．そして，実
際に現場 (保育所・幼稚園)に持ち込み，システムの評価
を行いシステムの可能性について検討した．前章で述べ
たように，保育者のシステムに対する印象は，概ね好評
であった．また，保育現場での試行的な実運用テストで
も園児に対する主観が排除でき評価が均一化するなどそ
の有効性は確認できた．しかし，ナレッジテンプレート
の評価項目については，ヒアリングで指摘のあったよう
に更に改良を加え標準化する必要があり，今後は専門家
による議論も必要だと考える．本システムは，プロトタ
イプとしての側面があるので今後予定している実現場・
実保護者での検証と並行して，さらに発展させていく必
要がある．今後，このシステムが，子育て支援や幼児教
育の分野における社会的な発展に大きく寄与することを
期待する．
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